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Emergency Exit Assist System: NOAH 

緊急脱出補助システム: NOAH 
(特許出願中) 

前書き:  

1995年暮れ、グラザー・ディルクス社は緊急脱出補助システムに対する市場の関心
を調査しました。それは、そのレスキューパッケージでよく知られている、バロンフ
ァブリク・アウグスブルク社との協力のもとで進められました。 

調査は、そのような脱出補助システムに対する確定受注を集めること、連続生産に向
けた開発に踏み切るのに十分な市場の関心があるかどうか調べること、の 2点を意図
していました。開発のための最低受注数は全世界で 10セットでした。 

残念なことに確定受注は 4セット分しかありませんでしたが、そのうちのひとつはベ
ーバー氏という顧客（現 DG社社長）からのものでした…。そして、結局開発は棚上
げされました。 

1997年 5月中旬、オーストリアで不運な事故があり、空中衝突により双方のパイロ
ットが死亡しました。 

死亡した一人はある DG-800Aの共同所有者でしたが、もう一人の共同所有者は、脱
出補助システムの提案に対して消極的にしか反応しなかったとして、グライダーパイ
ロット全体を「告発」しています。彼は脱出補助システムに関心を持った一人でした
が、もし、事故機にこれが装備されていたら彼のパートナーはまだ生きていただろう
と主張しています。事故後、十分に素早く脱出できなかったのも死亡につながった一
因と思われるからです。 



 

概説:  

 

グライダーからの緊急脱出をわずか数秒間で行わなければならないということは、ほ
とんどのパイロットが知っています。それにもかかわらず、ドイツ連邦航空局の統計
によると、死亡事故の半数は素早い機外脱出ができなかった結果だというのが明白で
す。 

特許を取得した NOAHシステムは最も短時間での緊急脱出を可能にします。 通常、
素早い緊急脱出は以下の要因に妨げられます： 

低い着座姿勢は緊急脱出に非能率的です。 
狭い操縦席では腕で上体を持ち上げるはかなり困難です。  
高い G。衝突の後のスパイラル・ダイブでのわずか 2Gの加速度でも、85kgのパイ
ロットがコックピットの外へ 170kg の重量を持ち上げなければならないというこ
とを意味します。しかも、旋転中のごく短い時間内で、です。  

パイロットの身体的不調または衝突による負傷   

NOAHは座席に組み込まれたエア・クッションですが、シートベルトを解除する一
本のレバーで作動を開始し、エアクッションをふくらませてパイロットを約 1秒で操
縦席の側壁の高さまで持ち上げます。システムの設計には、緊急脱出を実施するパイ
ロットに加わる外力も考慮されています。  



 

不時作動に対する保護 

不注意によるシステムの作動は、キャノピーが閉じられている限りガス発生器が作動
しないようになっていることで防がれています。シートベルトはこの装置とは連動し
ておらず、この補助システムが取り付けられていても通常通りのやりかたではずすこ
とができます。したがって、シートベルトをはずすことによる不時作動はあり得ませ
ん。  

システムの取り付け 

このシステムは DG製の単座機すべてに何の困難もなく装備できます。装着作業は、
シートへのエアクッションの取り付け、作動レバーとボーデンケーブルの装着、そし
てコックピット後方胴体への高圧空気ボンベの取り付け、からなっています。折り畳
まれたエアクッションは厚さわずか数ミリで、しかもシートクッションの下に装着さ
れるので、たとえ長身のパイロットであっても快適さを損なうことはありません。 

法的認可と安全性 

NOAHが通常の緊急脱出の妨げにはならず、緊急脱出のための法的認可基準が何も
ないために、ドイツ連邦航空局の基準には全く問題なく適合します。 

NOAHシステムを DG製グライダーの長いキャノピーと安全コックピットと組み合
実現します。 

技術情報 

わせることで、今日の技術範囲での最も高い安全性が

重量： 3.5kg 
圧力供給方式： 圧縮空気

秒 

（パイロ
ット重量 110kg）：4G以下 
   

システム全

（200bar） 

膨張時間：0.7

機能可能重力加速度

 



このシステムは現在の時点すでにオーダ
ー可能で、当社の DG-100（ワンピース型
キャノピーのもの）、DG-200、DG-300、
DG-400、DG600、DG800のすべての機
体に取り付けることはできます。 

のレバ
ーしか使いませんので、これらの機種では、

れもその機体の製造者自身が行わなければなりません。もし、そのメーカーが
当社の支援を受け入れるなら、取り付けを依頼してみてください。 

しかし、DG-100/200/300/400につい
ては別の問題点があります。これらの機種
では緊急時にキャノピーを投棄するため
に 2本のレバーを操作しなければなりま
せん。NOAHを作動させるには 1本

キャノピーが実際に外れたかどうか確実
が、理論的にはあり得ることになります。 

取り付けはブルヒザールの当社工場におい
機にのみ取り付ける、というかたちにせざ

ではないのに NOAHが作動するという事態

そこで、現在においては、このシステムの
てのみ、かつ、特に DG800のような新造
るを得ません。  

おそらく、他社製のグライダーにも NOAHを取り付けることは可能でしょう。しか
し、こ

 

ビデオクリップ 

このビデオクリップで、当社工場での「射出」の模様をごらんになれます。 

スクに保存する
ことで、適当な再生ソフトを用いて快適にごらんになれます。 
このシーンは、NOAHの作動プロセスの素早さから、わずか 4秒間の長さしかあり
ません。何度もプレイバックしてごらんになるのがよいでしょう。 

姿をく
っきりと写し取ることができなかったのがお分かりになると思います。また、動作速

出座席に座っていた
かのように動作しています。 

これは 2､540KBのmpgファイルで、ダウンロードしてハードディ

実験台となった見習社員があまりにもすばやく加速されるので、カメラが彼の

度が速いので、ショルダー・ハーネスがまっすぐ上に跳ね上げられているのにお気づ
きでしょうか。NOAHシステムは被験者 Steffen Knoebelが射



Willhelm Dirksのコメント：「そうなって欲しいとイメージしていたとおりだ。」 

 

   
Video Clip 2,5 MB (with Audio) 

 

 
-  k-f-weber  - . 

英訳： Albin Schreiter, Canada 

http://www.dg-flugzeugbau.de/noah-gr.mpg
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不時作動による危険 

NOAHシステムの作動は完璧のように思われるのですが、不時作動することも考え
られます。その場合何がおこるでしょう？ そういった場合に私たちの身に何が起こ
るか考えてみましょう。どのようにすれば悪い結果を避けられるでしょう？ いざと
いうときシートベルトを着るために、計器板に非常用のナイフでもテープで貼り付け
ておくべきでしょうか？ 

第一に不時作動はきわめて起こりにくくなっています。NOAHシステムは船のライ
フジャケットにいくらか似たかたちで作動します。ライフジャケットは格納棚の中で
勝手に膨張したりしないのです。しかしながら、科学技術によって生まれたものはす
べて故障する可能性があり、「マーフィーの法則」によれば、「機械は最も必要なと
きに限って故障する」のです。 

この点を究明するために、私たちは TUV-Rheinland（製品安全性の試験と認証を専
門とする多国籍企業）にダミーを使ったテストを依頼しました。その実験ではシート
ベルトをはずしていない状態で圧縮空気を注入することになっていました。パイロッ
トはひどく圧迫されるか不愉快な状態になるのでしょうか？ 何が起こりうるので
しょうか？ いろいろな疑問がありました。ところが、私たちがテストの日程を確保
できる前に、結局はいい結果をもたらしたのですが、唖然とするような事件が起きて
しまいました。 

あるテストパイロットが地上で NOAHシステムを試そうとしました。製造上の欠陥
と整備上の欠陥でシートベルトに組み込まれたボーデンケーブルが切れていました。
NOAHシステムはパイロットがシートベルトでくくりつけられたままの状態で作動
してしまったのです！ 

とまどった顔をしたパイロットは、自分の手でシートベルトをはずし、NOAHシス
テムによって無事に地上に降り立ちました。約 2秒間での出来事でした。経験の深い



エンジニアによる注意深い分析の代わりに、今回は、意図しないまま、自分の口で報
告できる、生きた「ダミー」を使ったテストを実行したことになります。 

エアバッグはパイロットの肩のあたりでふくらんだだけでした。彼がしっかりと腰ベ
ルトを締めていたので、座席の下にはバッグがふくらむ空間がなかったのです。当然、
ベルトによって圧力を感じたのですが、パイロットのいうにはそれは背面飛行（ある
いは逆宙返り）よりも少なかったというのです。すなわち、確かに感じはするが楽に
耐えられる、というのです。シートベルトのバックルをはずすのは何の困難もなく、
そしてその後 NOAHシステムは設計されたとおりに膨張したのです。 

もし実際の飛行中、ベイルアウトに先立ってこういうことが起きたら、コックピット
からの脱出がわずかに遅れるだけでしょう。しかし、通常の飛行中にこのようなこと
が起きたらどうなるのでしょう？ キャノピーが閉じられていると全システムが全
く作動しない設計になっているので、そのようなことは起こりえないのです。自動車
のエアバックが偶然開く、なんていうことはめったにないですよね。 

しかし、それでも起きたらどうなるのでしょう？ 30秒間でエアを抜いてしまう穴
が開けられています。そのあとは、本当の緊急事態ではなくパイロットが引き続きコ
ックピットにいるならば、すべては通常通りの飛行となります。   

事実として:  
NOAHシステムは緊急事態においては相当な助けとなります。   
しかし、NOAHシステムはいかなる緊急事態も引き起こしません。   
それは全くの杞憂なのです！ 

 

さらに興味深い情報がここにあります。「リカバリーシステム」 

http://dg-flugzeugbau.de/jp-recovery-system.pdf
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開発完了 

NOAHシステムは DG800シリーズの全機種についてオーダーできます。量産化には
まだ少々時間が必要ですが、現時点で注文は受け付けております。 

私たちの見る限り、その他の機種、DG-100（一体型キャノピーのもの）、DG-200、 
DG-300、 DG-400 そして DG-600このシステムを取り付けることは可能なはずで
す。しかし、ある特定の酸素システムを取り付けた DG-300は別の問題があります。 

他社製のグライダーにもまた NOAHを取り付けうる可能性はあります。しかしなが
ら、DG社はこういった作業を独自に行うことはできません。型式証明に追加事項が
発生するからです。もしそのグライダーの製造者が興味を持つならば、頼んでみてく
ださい。安全性の強化のために、取り付けノウハウはよろこんで提供します。 

  
 

NOAH証明取得 

2002年 8月 4日、NOAHシステムは、ドイツ連邦航空局の係官の立ち会いの元に
テストされ、最終的な型式証明を取得し、すべての DG製グライダーに取り付け可能
となりました。 

同業他社もその製品に NOAHシステムを採用する打診をうけています。また、この
システムは胴体内にそれ程スペースを必要としないので、モーターグライダーにも適
合します。 

2002年 8月、Klippeneck飛行場で開催された 18m級のドイツ国内選手権におい
て 3機の競技機がすでにこのシステムを装着していました。 



NOAHシステムの開発に費やした時間を思うと、このシステムが広く用いられるこ
とを願わずにいられません！ 

  
 

   
   

  DG製単座機に関する技術情報 

今のところ、すべての DG製単座機について、NOAHシステムを取り付けるための
追加技術情報を作成しました。 

適合する技術情報をダウンロード（訳注：英語版のリンクからダウンロードして下さ
い）して、ブリュヒザールの当社工場でかまたは資格のある修理業者での取り付けを
注文することができます。 

-k-f-weber -  
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ニュースグループ Rec.aviation.soaringへの投稿より 

Subject: DG Emergency Exit - NOAH  
Date: Fri, 26 Sep 1997 12:14:44 -0700  
From: Steele Lipe <slipe1@san.rr.com>  
Organization: EarthLink Network, Inc.  
Newsgroups: rec.aviation.soaring  

もし、計器板の下に足が入り込むタイプのグライダーではない DGのグライダーを所
有していて、生命の安全に関心があるのなら、NOAHシステムの導入を考えるべき
だ。NOAHシステムは、何らかの事故の後の緊急脱出を助けるために、DG社とアウ
グスブルグ気球製造社とによって共同開発されたものだ。それは自動車のエアバッグ
と同じように膨張させることができるが、いつもはしぼんでいるエアクッションで、

mailto:slipe1@san.rr.com


自動的にシートベルトをはずす機構も備えており、パイロットをコックピットの側壁
の上まで持ち上げることによって緊急脱出を容易にするものだ。 

グライダー用の緊急脱出システムである NOAHについての私の関心を説明させて欲
しい。着陸するたびごとに緊急脱出の手順を練習しながら、私は実際にはそれが役立
つことがないように本当に願っている。しかし、それなら、どうして私はパラシュー
トを背負っているのか？ あきらかに、ベイルアウトして安全に地上に降り立てるよ
うに、である。事故が起きる可能性は明らかにあるからこそ私はパラシュートを背負
っているのだ。私が自機の機長として最善を尽くしたとしても、私が進んでいく空域
やそこを飛ぶパイロットをコントロールするのは不可能である。飛行中、他機から見
られることに失敗することは、グライダーの事故原因としては、私の考えでは離陸・
着陸時に次いで 3番目にランクされる。非常事態におけるグライダーからの脱出を半
自動的に助けてくれる装置の使用はすべてのパイロット、特に DG社の機体を飛ばし
ているパイロットには朗報であるに違いない。 

残念なことに、その高価格と、パイロットが必要性をあまり感じていないために、そ
のような装置は、すでに非常に高価なグライダーを購入したパイロットに強い購入動
機を感じさせない。たとえば、トランスポンダーだって、高額な追加支払いと取り付
けた後必然的に伴う電力管理の面倒さのゆえに、極々少数のパイロットしか取り付け
ていない。われわれのどれだけ多くが「他の自家用機やエアラインの機体も自分の目
でこちらを見ることができるさ。」と自分自身に言い聞かせているだろう。しかし、
セスナ 172でさえ巡航中のグライダーのほとんど 2倍の速度で飛んでいるし、ほと
んど確実に丘のふもとを飛んだり、低高度で谷を横切ったり、峠を飛び越えたりして
いるのは私たちと同じだ。セスナ 172や他のジェネラル・アビエーション機が TCAS
（衝突防止装置）を持っていないこと、ほとんど日常的にレーダー管制空域で TCAS
を装備した定期便で飛んでいる経験から、みなさんが飛行人生の中で何度も（おそら
く 1年に 2度以上）「ニアミス」を経験していることはほとんど保証できる。それ
はまさに普通なら賭けようとはしない投機的な賭け率だ。私は、われわれの「非管制」
空域で他のグライダーと飛んでいることや、雲の向こう側や自機の後方に隠れている
他機に潜在する危険について言及するのを控えてきた。 

可能性が低いと言っても起こりうる空中での事故についてあなたが考えたことがあ
るなら、多分パラシュートを背負うだろうと私は思う。あなたは、フライト終了後毎
回緊急脱出の手順の練習をしているだろうか。それとも、グライダーを降りるときに
いつもシートベルトとパラシュートを同時にはずしてコックピットから降り立って
いて、その結果、空中衝突の後にも、染みついた習慣のせいでパラシュートのハーネ
スを外してからコックピットを飛び出す、芳しくないパイロットの一員だろうか。 



いまこそ、コックピットからの脱出についてきちんと考えるべきだ。あなたが、脱出
の必要を感じたときから地上に降り立つまでに使う道具が「自動的」であればあるほ
ど、安全だといえるだろう。率直に言って、私は自分自身、最も障害の少ない状況だ
としても、DGの機体から飛び出すのは困難だと思う。それには、コックピットの縁
を乗り越えるために、まず身体を浮かせて、それから足を身体の下に引き込むという
二段階の身体の動きが必要になるからだ。座った人を立った位置まで持ち上げる椅子
に似たこの NOAHシステムは、私が体を自由にすることができてパラシュートを十
分に自由に使えるように、私を脱出可能な位置まで自分でやるよりずいぶん簡単に持
ち上げてくれる。軍用機はパイロットの生存のための環境制御装置をすべて備えた射
出座席を持っている。戦闘機とその仲間は、人類の知る最もニアミスを起こしやすい
環境で飛んでいる。撃たれて操縦不能になったときほど、脱出したくなるときはない
だろう。友好的であろうとそうでなかろうと他機が接近したときは言うまでもない。
幸運なことに、私たちグライダーパイロットは撃たれる心配をする必要はないし、軍
用機のようなものすごいスピードで飛んでいるわけでもない。しかし、われわれは同
じグライダー同士ですぐ近くを飛びまくっているので、ニアミスは必ず起きる。しば
しば、われわれ自身が認めるより多く。 

だからこそ、あなたは高価なグライダーと共にパラシュートも持っているのだ。もし、
あなたが空中衝突をしてしまい、けがをしたり、スピンに入ったりといった理由で簡
単に脱出できないとき、個人用射出座席のようにみなすことのできる脱出補助装置を
備えておくのはいいことではないだろうか。ドイツ航空当局のグライダーの死亡事故
に関する調査によると、死亡事故のほとんど半数が、すばやく脱出できなかったこと
が関係している。もし、あなたが DGのグライダーを飛ばしているなら、自分により
よいチャンスを与えてはどうだろう。あなたはパラシュートを背負っている。それな
ら、NOAHのような緊急脱出補助装置を使ったらどうだろうか。 

私と同じお考えの方は、どうぞ以下のアドレスにコンタクトしてください。 

Dg-flugzeugbau@t-online.de  

or the principal of DG Flugzeugbau:  

weber@dg-flugzeugbau.de  

and to the SSA at: www.SSA.org  

Steele Lipe slipe1@san.rr.com  

mailto:slipe1@san.rr.com
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以下の eメールはバイロイトでの競技会、「ババリア・グライド」のあと送られてき
たものです。 

 

親愛なるウェーバー博士、 

あなたもご存じのように、私も参加した最近の競技会において、死亡事故がありまし
た。2機のグライダーが対地高度 1,000mほどで衝突しました。そのうちの 1機（デ
ィスカス）からは主翼の一部分が脱落しましたが、そのグライダーはすぐに垂直姿勢
になり、2～3回旋転しながら 10秒以下で地面に激突しました。事故原因の調査は
まだ進行中ですので、私たちには正確な事故原因は分かりません。しかしながら、そ
のパイロットが脱出できなかったのははっきりしています。おそらく、時間の短さや
ストレス、難しいキャノピー開放手順、Ｇや方向感覚の喪失などのどれかあるいは複
合していたのでしょう。 

NOAHシステムについての文章を読んで、このシステムが上記のような状況で大き
な助けになると考えています。そこで、このようなシステムが私のグライダーに装着
可能か、また価格はどれくらいになるのかを知りたいと思います。 

敬具 

 

 Ronald Termaat (XT)  

そうですね、NOAHシステムは DG製の単座機にはすべて装備できます。 
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われわれの受け取ったもう 1通の eメール 

Betreff:   NOAH  
 Datum:  Sat, 19 Sep 1998 20:23:14 +0200  
    Von:   Alfredo Sola <asola@intelideas.com>  
  Firma:  Grupo Intelideas  
     An:    weber@dg-flugzeugbau.de  

もし 15,000ユーロの自動車を買うとしたら、私は 3,000ユーロの安全のためのオ
プションを追加するでしょう（もし、標準装備でなかったらのことですが、実際、自
動車に関しては数年前までこれが当たり前の状況だったのです。）しかし、もし、自
動車を買う人がエアバッグのために高い金額を支払うとしたら、もっと高価な乗り物
のためにエアバッグよりも安価なシステムを追加装備するのについて、なんと言った
らよいだろう。 

わたしは NOAH システムを製品化するべく動いたのは賢明なことだったと思います。
そして、いま、貴社では、エアバッグと自動車との間で起きたこと、すなわち、注文
があってもなくても全モデルに装備する、ということを検討中でしょう。 

さらに、安全性はわざわざ追加する装備ではなく、当然標準装備なのだとみなされて
初めて商売になりますが、これについても自動車から学ぶことができるでしょう。は
たして、あなたは、自分の好きな車より安全装備が劣っている故に 3,000ユーロ低
価格の他車を買うでしょうか？ 

Alfredo Sola  
Administrador del sistema.  



 
 

 

. 
 

 

細部に関する追加情報： 

• より多くの経験が積まれるまでは、NOAH システムの取り付けは、ブリュヒ
ザール本社でのみ行います。 
   

• システム自体のドイツでの価格は 2,500 ユーロ、プラス消費税です。ドイツ
以外ではさらに高価格となります。 
   

• 取り付け費用は 800 ユーロ、プラス消費税です。（新機でも中古機でも取り
付け費用は同じです。より取り付けが難しい DG300でも費用は同一です）。 

• NOAHシステムは現在多くの取り付けに対応できます。 
 

 

 

 
   

ついに… 

「マーフィーの法則」は結局、信頼性の低いアクチュエーターによる製品化の遅れを
もたらしました。われわれは近くの研究施設と連絡を取り、リーマン氏と出会いまし
たが、かれはわれわれ自身のアクチュエーターを開発するのを助けてくれ、大いに貢
献してくれました。このアクチュエーターは驚くほど単純な構造で、そのために安定
して動作するだけではなく、非常に少ない部品点数から簡単には壊れないものでもあ
ります。 



私たちはまた、製品の気密性をチェックし、信頼性の確認のために何度かシステムを
作動させてみました。パイロット重量 400kgでエアボンベの圧力が通常時の 4分の
3でもなんの問題もなく作動した、というのはわれわれにとってよい知らせでした。
私たちの工場公開日（英語版にリンクあり：訳注）ではたくさんのお客様がどのよう
に作動するのかを見てくださいました。 

私たちは、NOAHシステムが画期的な製品でありすべての状況を考慮しても、オー
バーオール・レスキュー・システム（訳注：グライダー自体に大きなパラシュートが
取り付けられており、機体ごとパラシュート降下するシステム）よりも優れた物であ
ることを確信しています。後者の持つ低い最低作動高度（対地 250mで生存の現実
的可能性があります）は確かに NOAHシステムよりも優れた点です。しかし、その
ような低高度での空中衝突は大変まれなものです。上記の点を別にすれば、私たちは
多くのアドバンテージを見ることができます。なぜなら、NOAHシステムは、 

オーバーオール・レスキュー・システムの重量 30kgに対して、わずか 3.5kg
の重量であり、 

モーターグライダーを含むほとんどすべてのグライダーに取り付け可能で、 

不時作動を防ぐ構造になっておりしかも仮に不時作動したとしても危険な状態
にならず、  

オーバーオール・レスキュー・システムに比べてわずかな経費しかかからず、 

インストゥルメント・パネルを上に跳ね上げることのできるタイプの機体なら何
にでも装備可能で、 

 そして、オーバーオール・レスキュー・システムが機体全体で接地時の衝撃を
和らげるのに対して、パイロットの脚でより柔らかく接地することができるのです。 
              

もちろん、ベイルアウトの恐ろしい低成功率を改善するために、グライダーパイロッ
トのみなさんに可能な限り早くこのシステムを提供できるよう苦慮しております。 

そこで、すべてのドイツのグライダーメーカーにすべてのグライダーにこのシステム
を適合させ供給するように働きかけがなされました。そのために、そのメーカーはい
くらかの開発作業をしなければならず、また、法的作業も必要になるため、われわれ



はすべての必要な助力を提供することにしております。アレキサンダー・シュライハ
ー社とロラデン・シュナイダー社の反応は前向きなものでした。 

もう一度指摘させてください： 

私たちは他メーカー製のグライダーに NOAHシステムを装着することはできません
し、信頼性の問題から、オーナーの自己責任において装着するキットの供給もできま
せん。 

私たちは現在のところDG-800SにのみNOAHシステムを装着しています。秋以降、
その他の DG製グライダーに装着できるようになるでしょう。NOAHシステム装着
のためには約 1週間グライダーを工場にお預かりすることになります。 

私たちが、この夏のできるだけ早い時期に、特に競技の場において、NOAHシステ
ムを備えた何機かの DG製グライダーを、そればかりでなく他社製のグライダーまで、
見ることができるように祈ろうではありませんか。 

 

 

日本語訳：深瀧 庸平 



この翻訳を他に引用される場合は、出典を明らかにしていただくよう、お願いいたします 
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